
Ｊ -クレジット中干し期間延長に取り組んだきっかけＪ

Ｊ -クレジット中干し期間延長に取り組んだきっかけＪ

○ 地域の生産者は、高齢化により年々減少し、将来的には農地
を集約していくことになるが、拡大した面積を限られた人数でこな
すには直播栽培は必然となるため、直播栽培を拡大していきたい。

今 後の取組方針今

所在地

中干し延長の様子（20／21日目）

福島県
会津坂下町

★

水稲：約37ha
そば： 約2ha

取 組状況、収量に対する影響取

○ 会津坂下町が主催するJ-クレジット説明会に参加し、事業者
の説明を聞いていく中で、取り組みやすいと思ったのが始まり。

〇 その後、次の２社と契約。クレアトゥラ㈱は、事業者の説明の
分かりやすさと取り組みやすい感じを受け決定。また、事業者独
自のメリットや販売先があることも魅力を感じた。
㈱クボタは、昔からの古い付き合いの延長線上で決定。また、シ
ミュレーションで買取単価が試算表示され、買取金額の受け取り
方法も現金とＫポイントの選択肢があり、更に、KSAS（クボタ
営農支援システム）を利用して中干しの取組ができることも決
定の理由。

○ クレアトゥラ㈱と㈱クボタで、取組面積は各々で約70aで取り組
む。

〇今年からJ-クレジットの中干し延長に取り組み始めたので効果は
不明。J-クレジットに取り組んでいない他のほ場も、中干しを行っ
ており、現時点では、生育にあまり差を感じない。

経営規模

株式会社 Ｔ.Ｆarming

○ J-クレジット制度の周知と活用を積極的に推進していく。
○ プロジェクトへの登録や申請手続き等をパソコンで行うことが多く、高齢

農業者が取り組まない要因の一つであるため、ＪＡ等において手続き
支援・代行できる体制を整備し、農業生産現場における取組拡大と
収入確保につなげていく。

今 後の取組方針今

所在地

J-クレジット説明会の様子

約18ha
３農業者
（令和６年度実績）

取 組状況、収量に対する影響取

○ 令和４年度において、本町農業の柱である水稲栽培における省力
化技術導入（直播栽培）の実証を目的に「グリーンな栽培体系への
転換サポート」事業に取り組み、合わせて中干し延長の影響等につい
ても実証した実績があった。

○ 令和５年度から中干し延長がＪ-クレジット認証の対象取組みとして
承認されたことから、栽培体系や収量等にも大きな影響もなく、環境に
配慮した取り組みとして評価され、農業者の収入源の一つとして有効
であると判断した。

○ 令和５年６月に、Ｊ-クレジット制度（中干し延長）を活用した水稲
栽培における省力化技術導入（直播栽培）の推進について、会津坂
下農業普及所に協力を依頼し、プロジェクト事業者の情報収集を開始。

○ 令和５年１０月から、複数のプロジェクト事業者とWEB会議等による
意見交換を複数回開催。

○ 令和６年１月、プロジェクト事業者４社を招き、農業者向けの説明会
を開催し、約５０名の農業者が参加。プロジェクト事業者のクレジット購
入価格だけではなく、取組圃場で収穫された米の付加価値化事業等を
行う事業者を選択するケースも見受けられた。説明会後は、農業者とプ
ロジェクト事業者との個別相談会を実施。

取組面積

地方自治体福島県会津坂下町

玉川代表取締役

生産者

福島県
会津坂下町

★
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以下からもダウンロードできます！！

東北 環境にやさしい米づくり 検索

そ の 他 参 考

活用可能な予算や制度をまとめた
チラシのご紹介



土壌診断に基づく可給態リン酸含量が
10mg/100g以上なら、

Jクレジット

中干し延長の

詳細はコチラ

（農水省HP）

土壌診断に基づく

リン酸等削減の

詳細はコチラ

（農研機構HP）

※農研機構「土壌診断、施肥法改善、土壌養分利用によるリン酸等の施肥量削減にむけた技術導入の手引き」より

中干し期間を

１週間以上延長

こんなことから取り組めます！

土壌診断に基づく

適正施肥

予防・判断・防除を

組み合わせた総合防除

10aあたり

2,000～4,000円程度 ５０％削減※
の収益を想定！

温室効果ガス（メタンガス）が
約３割削減されることに加えて、
温室効果ガスの排出削減量を販売
（Jクレジット中干し延長）することで、

可能！

化学農薬コスト低減
につながる可能性！

予防・判断・防除を組み合わせて
化学農薬の使用量を最低限に抑え
経済的な被害が生じるレベル以下に
病害虫の発生を抑制することにより

水田には、洪水防止や多様な生きものをはぐくむなど環境にやさしい側面もありますが、

温室効果ガス（メタンガス）の排出など環境に負荷を与えている側面もあります。

環境負荷を減らす取組は、追加収入やコスト削減など経営面へのプラス効果もあります。

リン酸施肥を

水稲の病害虫に

関する技術情報の

詳細はコチラ

（農水省HP）

環境にやさしい農業を補助事業等で支援します！！（裏面へ）

東 北 農 政 局
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